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すべての教科等で情報活用能力を育成
小学校プログラミング必須化
中学校技術・家庭科技術分野でプログラミング倍増
「情報Ⅰ」大学入試 ５教科７科目→６教科８科目
「総合的な探究の時間」の柱としてSTEAM教育
大学で文理を問わずデータサイエンス＆AI



６教科８科目の原則（国立大学協会の基本方針）－要約 1/28

大学では，「数理・データサイエンス・AI教育」が普及

 「情報」は大学教育を受ける上での必要な基礎的能力

 「５教科７科目」に「情報」を加えた６教科８科目を課す

入学者選抜での「情報Ⅰ」の活用方法について速やかに公表

（2022年度中には予告・公表－会長談話）

2022/2/9



「情報Ⅰ」で何が変わったか
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社会と情報

情報の科学
情報Ⅰ

〇情報の表現，コミュニケーション

〇コンピュータの活用，情報の管理

共
通

〇情報通信ネットワーク
〇情報社会，情報技術
〇問題解決
〇情報モラル
〇情報セキュリティ

(1) 情報社会の問題解決
(2) コミュニケーションと情報デザイン
(3) コンピュータとプログラミング
(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

※赤字は新しい内容を多く含む



「情報Ⅰ」の構造

問題の発見・解決

情報デザイン

プログラミング

データの活用

目標

ツール

コミュニケーション
コンピュータ
ネットワーク
情報モラル
に関連した学びも重視



小学校からの学習の積み上げ
情報デザイン プログラミング 統計に関連した学び

大学 デザイン思考など
専門分野で活用する
プログラミング

専門分野で活用する
統計

情報Ⅱ
情報デザインを生かし
たコンテンツ作成

情報システムの
プログラミング

データサイエンス
※数学Ｂと連携

情報Ⅰ

情報デザインの
方法と考え方

問題を発見・解決する
手段として活用

問題解決のための
プログラミング

コンピュータの仕組
モデル化・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

データの活用
※数学Ⅰと連携

中学校
技術・家庭科など
中学校の各教科等

問題解決のための
簡単なプログラミング

計測・制御
ネットワーク＆双方向

簡単な統計

小学校
国語，図画工作など
小学校の各教科等

教科の中で体験する
プログラミング

仕組みを知り，活用し
て可能性を広げる

統計的考え方



情報Ⅰ(1) 情報社会の問題解決

「社会と情報」「情報の科学」 「情報Ⅰ」

問題の発見・解決

一連の過程の理解
・問題の発見と明確化
・分析
・解決策の検討
・実践，結果の評価
・振り返り，改善
などの一連の過程

一連の過程で必要な力
統計について数学Ⅰと連携
・科学的な根拠に基づいた判断力
・ゴールを想定する力
・他の方法の結果を予想する力
・合理的に解決方法を選択する力
・過程を振り返って改善する力

法規・制度
情報セキュリティ
情報モラル

内容や必要性の理解
・法律や制度の内容
・情報セキュリティの必要性
・情報モラルの必要性

意義を知って適切に対応する力
・法律や制度の意義
・情報セキュリティの意義
・情報モラルの意義
・バックグラウンドの情報技術
これらを知って適切に対応する力

情報技術が果たす
役割と影響

調査や発表を通じた理解
・社会生活の変化
・人間とのかかわりの変化

対応を考察し提案する力
・人に求められる仕事の変化
・情報社会をよりよくする方法
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中学までに身に付け
た統計の力を活用

AIの社会や生活に
対する影響を考え，
使い方の提案も必要

問題の発見・解決
のプロセスを体験

変化に対応するた
めには意義やしく
みの理解と活用

が必要



情報Ⅰ(1)情報社会の問題解決
では，中学までの統計を活用する

発見

分析

解決策
の検討

実施

評価

改善

発見

分析

実施

評価

改善

統計の活用

統計の活用 解決策
の検討

統計の活用
結果を
予想する力
解決策を
選択する力

ゴールを
想定する力

原因を判断する力

解決の程度を
判断する力

統計を活用
した思考・
判断・表現

統計の活用



ヒストグラム（ハンドボール投げの記録）

階級の幅の設定の仕方による違い

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編 １学年



四分位数（ハンドボール投げの経年変化）

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編 ２学年



標本調査（１日の睡眠時間）

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編 ３学年



「情報Ⅰ」サンプル問題での出題

問題文そのものが問題の発見・解決の流れに沿ったものとして出題

会話文の中で，前後の記
述から適切な選択肢を選
ぶ形で知識を問う問題が
出題されている



情報Ⅰ(2) コミュニケーションと情報デザイン

「社会と情報」「情報の科学」 「情報Ⅰ」

情報デザイン
情報の表現・伝達の工夫
・メディアの特性
・伝えたいことの整理

問題を発見・解決する方法
・メディアの特性の科学的理解
・情報の抽象化，可視化，構造化

情報デザインの
対象

以下のコンテンツが対象
・ポスター
・Webページ

コンテンツ以外も対象
・ポスター
・Webページ
・Webサイト
・インタフェース
・モデル化
・アルゴリズム
・プログラミング
・情報通信ネットワーク
・データの扱い
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表現

機能

論理

※コミュニケーションについても科学的な理解が必要



14

ノイズ

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



情報デザイン≒抽象化，可視化，構造化

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）





「情報Ⅰ」サンプル問題での出題

情報デザインの問題も出題されている デジタル化は手順に沿って出題



情報Ⅰ(3) コンピュータとプログラミング
「社会と情報」「情報の科学」 「情報Ⅰ」

アルゴリズム
＆プログラム

アルゴリズムの表現
・フローチャート

典型的な例
・並べ替え（ソート）
・探索（サーチ）

アルゴリズムの表現
・フローチャート
・アクティビティ図
典型的な例
・並べ替え（ソート）
・探索（サーチ）
問題の発見・解決に応じたもの
・音声の認識と応答
・計測・制御
・画像処理
・物理シミュレーション
・自然界のシミュレーション

学習の仕方

プログラムを学ぶ
・プログラムの有用性
・アルゴリズムによる効率の違い

プログラムを学ぶ
・プログラムの有用性
・アルゴリズムによる効率の違い
・関数の使用による構造化
プログラムで学ぶ
・形や色
・コマンドの仕組み
※短いプログラムでコンピュータ
の仕組みを学習
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WebAPIの利用
人工知能の活用

他教科連携

論理表現の
多様性

実際に使ってみ
る必要がある

※コンピュータについても科学的な理解を深める必要がある



集合，二進数，論理演算

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学Ⅰ
(1)数と式



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学A
(1)場合の数
と確率

モデル化とシミュレーション，確率，プログラミング



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

数学Ⅰ
(4)データの分析
数学Ａ
(1)図形の性質
(2)場合の数と確率



「情報Ⅰ」サンプル問題での出題

プログラミングは問題の発見・解決のツールとして出題

・言語は独自のもの
（DNCL）仕様非公開

・配列，ループあり
今後は，
・関数による構造化
・WebAPIの使用
にも対応すると予想
(新学習指導要領に対応)

基本的なプログラミング
について問う問題である
が，実際に作った経験が
ないと正答は難しい



情報Ⅰ(4) データの扱い
「社会と情報」「情報の科学」 「情報Ⅰ」

統計
数学と連携して
平均値，中央値
などの基本的統計値を扱う

分散，標準偏差，相関係数など
の統計指標，散布図，仮説検定
の考え方，交絡因子なども扱う

分析
主にグラフ化などを行い，デー
タの傾向をつかむ

クロス集計，仮説検定，単回帰
分析，これらを通じたデータの
可視化，現象のモデル化と予測

量的データ
主に表形式で整理された数値を
中心に扱う

量的データの記載あり。表形式
で整理されていないものも扱う

質的データ
質的データの記載なし
テキストマイニングの例あり

質的データの記載あり
テキストマイニングの例あり

扱うデータ 整理されたデータを扱う
実験値などの整理されていない
データも扱い，外れ値，欠損値
などの処理も学ぶ

尺度 －
名義，順序，間隔，比例など尺
度水準の違いを扱う

データベース 「情報の科学」のみで扱う
情報を収集・蓄積・提供する方
法として全員が学ぶ

中学校数学科「Dデータの活用」，高校「数学Ⅰ」の(4)「データ分析」と連携
赤字＝数学科で学び情報科で活用 赤字＝情報科のみで活用 25



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

量的データ



量的データ

高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



質的データ
高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）質的データ



質的データ×量的データ 高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



質的データ×質的データ 高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



質的データ(関係図) 高等学校「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）



・大量のデータを計算させることはない
（試験でコンピュータは使えない）

・統計指標，散布図から考えさせる問題
が出題されている

・単回帰を作成するのではなく，
単回帰からの予測値を計算させている

・簡単なクロス集計表の作成は出題可能

「情報Ⅰ」サンプル問題での出題



(1)情報社会の進展と情報技術
人に求められる資質・能力の変化

(2)コミュニケーションとコンテンツ

(3)情報とデータサイエンス

多様かつ大量のデータの扱い

高校情報Ⅱ

CLI→GUI→NUI→OUI

デ
ー
タ
分
析

モ
デ
ル
化

予
測

機
械
学
習

人
工
知
能

情報デザインの活用→制作・発信・評価

人工知能は
特性を知って
使うことに
重点を置く

(4)情報システムとプログラミング

システムの構想→分割→作成→統合，全体のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

(5)情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究
探究→活用→新たな価値

想像力

創造力

新たな
価値

・コンピュータや情報システム

・コミュニケーション

・データ活用

・情報社会

・複数の項目

「情報Ⅰ」の履修を前提とした選択科目



情報科の力を生かすカリキュラム・マネジメント≒受験対策

情報Ⅰ 数学Ⅰ公共 データの活用法律・モラル

総合的な探究
（理数探究）

問題の発見・解決
情報デザイン
モデル化とシミュレーション
プログラミング
データの活用
情報モラル等

理科数学Ｂ情報Ⅱ

データサイエンス

実験データ処理
計測・制御
シミュレーション

社会
地理情報システム
情報収集，統計

国語
情報収集，習得
蓄積，発表，深化

外国語
情報収集，交流・遠隔
素材，写真，イラスト

数学
二次関数，複雑なグラフ
自学自習

保健体育
家庭
芸術
特別活動

各教科等の指導におけるICTの効果的な活用に
関する参考資料
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html


「情報Ⅰ」入試に向けた教材（例）
１年生

授業に沿った学習ができるWeb教材や学習資料，プログラミング環境

２年生

授業から入試につなぐ力を養う問題集（詳しい解説付き）

ドリル形式のWeb教材，総合的な探究の事例（情報デザイン，データ活用）

３年生

入試に対応した実践的な問題集（詳しい解説付き）

※いずれも，生徒が一人で学習を進めていけるものが必要

問題集などを統一しておけば，担当教師の負担は減る。

Web教材などを導入すれば，生徒が学習を進め，教師は進捗を把握できる



学校のデジタル関連の活動を活発にすることも有効

•デジタル人材の育成（経済産業省有識者会議）

• https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_kanren_bukatsu/index.html

•座長（鹿野）。産業界，経団連，学会等から委員。オブザーバーに文部科学省，デジタル庁等。
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学校
地域ICT
クラブ
生徒個人

全国組織
企業
大学
学会
有志

情報提供

支援（モノ，カネ，ヒト）

支援要請

①大会の開催，コミュニティの運営
②企業と学校等の支援のマッチング
③これらの情報を提供するポータル
④これらの活動に関するガイドライン

詳しい生徒を増やせば，授業の助けになり，受験勉強のリーダーにもなる。

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_kanren_bukatsu/index.html


今後に向けては自治体全体としての取組
管理職のリーダーシップが大切

「情報Ⅰ・Ⅱ」の

受験体制

「情報Ⅰ・Ⅱ」の
教員採用・研修

兼任教員の

負担軽減

生徒が自分で
学べる体制



高校教育

「情報Ⅰ」

「情報Ⅱ」

大学入試

ｾﾝﾀｰ・個別

大学教育

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ・

数理・AI

高大接続
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大学入学共通テスト
「情報Ⅰ」60分で実施

国立大学協会
1/28総会で入試の方向性を決定
５教科７科目→６教科８科目

次のステップは「情報Ⅰ」の配点と
個別入試における「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」



教員研修用リソース
生徒向けコンテスト

など



教員研修リソース

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm

「情報Ⅰ」教員研修用教材

「情報Ⅱ」教員研修用教材
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00742.html

「情報科実践事例集」

文部科学省で作成

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01342.html

中学校技術・家庭科技術分野「D 情報の技術」研修教材
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00617.html

小学校プログラミング＆プログラミング教育
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（高等学校編）
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html

高等学校学習指導要領解説
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1407074.htm

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00742.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01342.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00617.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1407074.htm


教員研修リソース

42

情報デザイン－「防災アプリを作ろう」授業案ダウンロード(Adobe XD)

「情報Ⅰ」対応の教員研修プログラム－アシアル情報教育研究所

https://edu.monaca.io/joho1

「情報Ⅰ」教員研修用教材に沿った動画教材－情報処理学会作成

https://sites.google.com/view/ipsjmooc/home

文部科学省以外で作成

https://jp.surveymonkey.com/r/shs-adobexd

https://dolittle.eplang.jp/

ドリトルを使ったデータ処理

プログル情報（みんなのコード）
https://high.proguru.jp/

https://www.iedtech.jp/swift-playground-books/

Swiftのプログラミング（iPad対応）

ハーバード大学のコンピュータ教育（入門）の日本語訳字幕付き動画
https://cs50.jp/

京都精華大学メディア表現学部のプログラミング資料＆動画（micro:bit V2使用）※試験公開
https://songcun.notion.site/215ba5717c8b4f158993a3737dd56fac

https://edu.monaca.io/joho1
https://sites.google.com/view/ipsjmooc/home
https://jp.surveymonkey.com/r/shs-adobexd
https://dolittle.eplang.jp/
https://high.proguru.jp/
https://www.iedtech.jp/swift-playground-books/
https://cs50.jp/
https://songcun.notion.site/215ba5717c8b4f158993a3737dd56fac


プログル
情報

（無料）

https://high.proguru.jp/

https://high.proguru.jp/


Monaca 
Education
(無料&有料)

https://edu.monaca.io/

https://edu.monaca.io/


ライフイ
ズテック
レッスン

(有料)

https://lifeistech-lesson.jp/high-school/

https://lifeistech-lesson.jp/high-school/
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SeckHack365

• セキュリティ＋ハッカソン365 情報通信研究機構主催（総務省管下） ※実行委員長（鹿野）

• https://sechack365.nict.go.jp/

データビジネス創造コンテスト

• データサイエンス＆ビジネス創造 慶応義塾大学湘南藤沢キャンパス ※審査員（鹿野）

• https://dmc-lab.sfc.keio.ac.jp/dig13/

中高生情報学コンテスト

• 中高生の情報学分野のポスター発表（URLは昨年のもの） ※審査員（鹿野）

• https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/84/84PosterSession/

SEIKA AWARD 2022

• 京都精華大学が開催する芸術分野のコンテスト（今年からプログラミング作品あり）※審査員（鹿野）

• https://award.kyoto-seika.ac.jp/

”世紀のダ・ヴィンチを探せ！“高校生アートコンペティション

• 大阪芸術大学が開催する芸術分野のコンテスト（プログラミング作品あり） ※客員教授（鹿野）

• https://oua.osaka-geidai.ac.jp/geidai/davinci/index.html

https://sechack365.nict.go.jp/
https://dmc-lab.sfc.keio.ac.jp/dig13/
https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/84/84PosterSession/
https://award.kyoto-seika.ac.jp/
https://oua.osaka-geidai.ac.jp/geidai/davinci/index.html

